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Abstract  Solar synoptic observation was done from 1926 through 1969 at the Kwasan 
and Hida Observatories, Graduate School of Science, Kyoto University.  CaII K disk 
images, prominence images and continuum disk images were taken in daily base. We 
have started a new open archiving project of the synoptic observation. Here we report 








































 CaII K 線によるディスク単色像、リム外プロミネンス像を撮影するときは、ドイツ国 





 この装置は、下部の基盤部分と上部の分光撮像部から構成されている。基盤部分に 2 本
の直線ガイドレールが設置されており、それに沿って上部の分光撮像部がスライド移動す
る形になっている。荒木九皐氏が昭和 12 年 天界 197 号、401 頁 にアスカニア社製スペク
トロへリオグラフについて概説をしておられる。記事内の図を図２に転載する。 
 
 この図を参考にすると、CaII K 線単
色像を撮影する仕組みは次のようにな
る。（１）結像鏡 M（Steinheil 製 20cm










図 1 (c) 複プリズム分光部 






CaIIK 線単色で観測した太陽全面像が乾板 P に焼きこまれることになる。なお、スライド
動作は、錘 W の重力落下が動力であり、オイル調速器 C で一定速度になるような機構とな
っている。観測時、S1 と S2 のスリット幅は共に約 100μm で、空間分解能は約 3.6 秒角

















（２）1929 年 花山天文台に移設 
 










































図 6 シノプティック観測乾板 (右)とメタデータ記載の保存袋 (左) 















































































































































図 7 シノプティック観測の実施年月日 
(a) CaII K 全面像(7051 枚) 
(b) 連続光全面像(2194 枚) 
 





 図7で見られるように、CaII K 単色ディスク像の観測が長期間にわたって行われている。 
調整観測、機器の移設に伴う休止期、戦争による物資不足による中断期があるものの、11
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